
        

 

 

 

  

残暑お見舞い申し上げます 

早いもので立秋が過ぎ、夏休みも折

り返し地点になりました。まだまだ実

際の秋は遠いようですが、夏休みは残

り約3週間です。各教科から出された課題や実力テ

ストに向けての学習を計画的に進め、自律した夏休

みを過ごしているでしょうか。明日からは学校も閉

庁期間となり、部活動もしばらくお休みです。お盆

の時期ですので、普段なかなか会えない親戚や家族

と過ごす人も多いでしょう。ON・OFFのメリハリ

をつけて、残り3週間（実力テストまでは2週

間！）を過ごしてください。 

 

7月24日にブリックホールにおいて、「第75回

“社会を明るくする運動”長崎地区中学・高校生弁

論大会」が開催され、本校代表として3年1組の○

○○○くんが弁論発表を行いました。終業式の日に

学校で発表してもらいましたが、本番でさらに熱く

自分の経験や思いを語っている○○くんの姿は、と

ても輝いていました！ 〇○くんには大会実行委員

会から敢闘賞が贈られました。 

 

 

 

西泊中平和宣言 
今日の平和集会で、西泊中平和

宣言が発表されました。平和を願

うとともに、西泊中のみなさんが宣言文のように互

いに認め合い、助け合える生徒であってほしいと思

います。 
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今、私たちは仲間と学び、遊び、語り合い、家族と暮ら

し、おいしいご飯を食べて、戦争もなく、平和に毎日を送

れています。 

一方で、SNS上では多くの差別や誹謗中傷があり、軽

い気持ちで悪意はなくとも、知らず知らずに、人を傷つけ

ているかもしれません。これらを減らし、なくしていくた

めには、自分の発言を相手の立場になって考えてみるこ

とが大切だと思います。 

昔の日本は、昭和の時代に二度の大戦を経験しました。 

そして80年前の今日、午前11時２分。 

一つの原子爆弾が長崎に落とされ、長崎で暮らしてい

た人々の命や生活が一瞬で奪われました。 

今の日本は、世界の平和ランキング上位に入っていま

すが、これは戦争を経験し伝えていった方々が作った平

和だと思います。 

世界には平和な国が多くありますが、今もどこかで戦

争があり世界平和への実現には程遠いです。 

被爆者の平均年齢が 86 歳となった今、私達にできる

ことは何か、すべきことは何か考えていかなければなり

ません。たとえ小さなことでも、みんなで行動すれば大き

なものになります。 

これらのことから、私たち西泊中学校生徒一同は、これ

からの長崎や日本、世界の平和を築いていくために、次の

4つを宣言します。 

一、私たちは、小さな思いやりや助け合いの心を大切に

し、支え続けていきます。 

一、私たちは、同じ過ちを繰り返さないために平和の大

切さを伝え続け、行動していきます。 

一、私たちは、命を大切にし、違いを認め合う社会を目

指して歩んで行きます。 

一、私たちは、日々の中でできる小さな優しさを積み重

ねてみんなで平和な世界を作っていきます。一、 

8月5日（火）に行った除草作業は、たくさんの保護者

の皆様に御協力をいただき、お陰様で通学路周辺が大変

きれいになりました。ありがとうございました！ 


